
平成6年4月  

会員各位  

（社）日本OR学会中国・四国支部  

支部長 尾 崎 俊 治  

平成5年度中国・四国支部事業報告、  
収支決算並びに平成6年慶事賽計画、  
収支予算送付の件   

拝啓 時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。  

当支部につきましては、日ごろ格別のご支援ご協力を賜り厚  

くお礼申し上げます。  

さて、去る4月5日「平成6年度定期総会」を開催し、標記  

につき審議承認されましたので、ここに同書類を同封にてお届  

けいたします。  

つきましては、なにとぞご高覧のうえ、今後一層のご協力、  

ご支援の程お願い甲し上げます。  

敬 具   
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（社）日本OR学会中国・四国支部  

平成 6 年度支部総会次第  

会  辞  1．開  の  

長  挨  2．支  部  

3．ユF 成 5 年 皮 革 業 報  

4．平 成 5 年 度 決 算 報  

5．監  査  報   告  

6．平 成 6 年 度 支 部 役 員 の 選 出  

7．平 成 6 年 慶 事 業 計 画  

8．平 成 6 年 度 予 算 計 画  

9．そ  他  の  

10．閉  会   辞  の  
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（社）日本OR学会中国・四国支部  

平 成 5 年 度 事 業 報 告  

会  1回  

日 時：平成5年 4月12日（月）14：80～15：00  
場 所：中国電力㈱  
議 題：平成4年度事業報告・決算報告  

平成5年度支部役員選出  
平成5年慶事貴報告・予算計画  

その他  

2．役 員 会  1珂  

日 時：平成5年 4月12日（月）14：00～15：00  
場 所：中国電力㈱  
議 題：平成5年度支部総会の件  

3．幹 事 会  4回  

1回 日 時：平成5年 3月16日（火）  
場 所：中国電力㈱  

2回 日 時：平成5年 4月12日（月）  
場 所：広島東急イン  

3回 日 時：平成5年11月 5日（金）  
場 所：中国電力㈱  

4回 日 時：平成6年 1月21日（金）  
場 所：広島ガーデンパレス  

4．講 演 会  5回  

1回 日 時：平成5年4月12日（月）15：00～16：00  
会 場：中国電力㈱本館3－2会議室  

（広島市中区小町4－33）  

演 題：対話型ファジィ数理計画法とその応用  
講 師：坂和 正敏 氏（広島大学 工学部 一教授）  
参加者：26名  

2回 日 時：平成5年6月22日（火）11：00～12：00  
会 場：広島大学 工学部 第2類会議室（C卜112）  

（束広島市鏡山一丁目4番1号）  
演 題：ファジィモデリングにおけるデータ解析  
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講 師：中森 義輝 氏  
（甲南大学 理学部 応用数学科 教授）  

参加者：17名  

3回 日 時：平成5年9月29日（水）11：00～12：00  
会 場：広島大学 工学部 第2類会議室（C卜112）  

（東広島市鏡山一丁目4番1号）  

演 題：遺伝的アルゴリズムの基礎と応用  
講 師：田中 雅博 氏  

（岡山大学 工学部 情報工学科 助教授）  
（共催 日本ファジィ学会中国・甲国支部）  

参加者：  

4回 日 時：平成5年j．ユ月5日（金）15：＄e～16：Oe  
会  場：中国電力㈱本館卜6－1会議室  

（広島市中区小町4－33）  

演 題：マツダにおけるCIM  
講 師：亀多 正人 氏（マツダ㈱ 情報システム本部）  
参加者： 26名  

（共催 日本経営工学会中国四国支部）  

5回 日 時：平成5年12月24日（金）  
会 場：広島大学 工学部 第2類会議室（Cl－112）  

（東広島市鏡山一丁目4番1号）  
演 題：Time Series Techniquesin Reliability＆  

SurvivalAnalysis  
講 師：Prof．N．Singh（淑onash University，Australia）  

参加者：15名  
（共催 日本経営工学会中国四国支部）  

5．研究発表会  0回  

6．ORサロン  0回  

7．シンポジウム  2回  

（別紙1の通り）  

8．研究部会（別紙2の通り）  

1．決定理論とその応用  
研究会  4固  

2．線形モデルとその応用  
研究会  8回  
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9．第10回「中国四国支部経営工学定例セミナー」への共催  

日 時：平成5年9月11日（土）14：00～15：30   
場 所： 岡山商工会議所404号室  

（〒700岡山市厚生町三丁目1－15）  

「事業所が行う各施設に対する顧客満足・従業員満足・社会満足   
を数値で評価・活用する方法とその実践例」  
秋庭 雅夫 氏  
（東京理科大学工学部）  

48名  

演 題：   

講 師：   

参加者：  

10．CS王インタ・－ネット シンポジウム’94へ協賛  

日 時：平成6年1月21日（金）10：30～17：00  
場 所： テクノプラザ愛媛（テクノホール）  

（松山市久米窪田 337－1）  
内 容：「■CSIインターネットシンポジウム’94」  
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（社）日本OR学会中国・四国支部  
平成 5 年度決 算報 告書  

1．貸借対照表  
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（社）日本OR学会中国・四国支部  
平 成 6 年 度 支 部 役 員（50音販）  
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（広島大学）   

（マツダ）  

（中国電力）  

（川崎製鉄）  

（岡山理科大学）   

〈松山大学）  

（川崎製鉄）  

（鳥駁大学）  

（広島工業大学）  

（広島大学）   

（四国電力）  

（広島大学）  

（広島修道大学）  

（宇部短期大学）  

（中電技術コンサルタント）  

（鳥取大学）   

（近畿大学）  

（中国電力）   

（中国電力）  

（広島修道大学）  

（中国情報システムサーヒ◆ス）  

（川崎製鉄）  

（マツダ）  

（岡山県立大学）  

（山口大学）  

（広島大学）  

（広島大学）  

（中電技術コンサルタンり  

（三菱重工業）  

（四国電力）  

（近畿大学）  

〈広島工業大学）  

（広島大学）  

（中国新開）  

（広島県立大学）   

（広島県立大学）  

（近散大学）  

（再）   

（再）  

（留）  

（再）  

（再）  

高
 
 

支部評議員   

（12名）  

石田 徳孝  
井塚 滋夫  

河合  

久保田洋志  

坂和 正敏  

住山 哲夫  
鳥居▲  裕  

平木 秀作  

康光清次郎  

藤永 靖彦  
向井  他  
山田  茂   

桑原兵二郎  
玉庚 靖司   

井野口 稔  

海生 直人  
梶川 祐朗  

田中 秀之  
亀多 正人  

亀山 嘉正  
佐藤 奉司  

棒  康和  
土肥  正  
中村 仁土  

日比野雅彦  
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（社）日本OR学会中国・四国支部  
平 成 6 年 度 事 業 計 画  

会  1 回   

会  若干回  

套  若干回   

会  4 回   

会  若干回  

1．総   

2．役   

3．幹   

4．講  

5．研  究  発  表  

6．O  R  サ  ロ  ン  若干回   

7．シ   ン   ポ   ジ   ウ   ム  若干回   

8．研  究  部  会  若干回  

・線形モデルとその応用   

・ネットワーク  

藤
海
光
 
 

梅
内
庚
椿
 
 
 

査
事
査
事
 
 

主
幹
主
幹
 
 

元氏  

良夫氏、住山哲夫氏  
清次郎 氏  
康和 氏、（未定）  

9．O Rセミナーの準備（実行委員会）   

10．O R 企 業 サ ロ ン へ の 協 力   

11．支 部 2 5 周 年 記 念 行 事   

i2．会  員   増   強   活   動   

13．平成7年度春季研究発表会の準備   

14．関連シンポジウム等への協賛  

他  15．そ  の  

参考資料   

個人会員数推移状況  

「盲‾盲ロー壱丁‾；盲  
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賛助会員数 10社（A…・7口，B…・5口）   
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（祉）日本OR学会中国・四国支部  

平成6年度支部収支予算   

0
0
 
0
 
0
 
 
 

3
 
0
 
0
 
 
 

3
 
0
 
5
 
 

4
 
6
 
 
 

7
 
2
 
 
 

2
 
4
 
 

前期繰越金  
本部交付金  

預金利息  

0
0
 
0
 
0
 
（
U
 
O
 
ヘ
リ
 
（
U
 
O
 
O
 
O
 
 

O
（
U
 
O
 
O
 
ハ
U
ハ
U
 
√
、
U
 
O
 
O
 
O
ハ
U
 
 

O
爪
U
 
O
 
O
 
（
U
 
O
 
O
 
（
U
 
O
 
O
ハ
U
 
 

O
 
O
 
ハ
U
 
八
‖
）
 
ハ
U
 
O
 
ハ
リ
 
（
U
 
O
 
O
 
O
 
 

O
O
 
O
 
2
 
4
 
ハ
U
 
6
一
せ
 
0
 
7
 
3
 
6
 
 

研究発表会  費
費
費
資
質
費
費
費
費
費
 
 
 

O Rサロ  

ウ
 
三
 
 

会
 
 

ジ
部
費
信
刷
通
務
備
 
 

シ
研
協
通
印
交
事
予
 
 

－
 
－
 
－
■
i
．
．
－
1
，
■
－
 

ト
 
 

838  
トー・・・・・・－∵－一一一一一  
】  

合 計   合 計  700，838  

・→ 9 －  



（別紙1）  

第1回シンポジウム  

後 援： 日本経営工学会中国四国支部  

参加者： 47名  

アーマ： システムづくり3題噺  

日 時： 平成5年3月4日（木）13：00～17：00  

場 所： 中国電力2号舘8階大会議室  

橋 成  

第1栗 13：e乞い・・15：1G  

l．建築／住宅生産における生産物／品質決定のプロセス  
ーーー 「一品生産」はどこへゆく－－  

土谷 耕介 氏（住宅総合研究財団）  

2．「QCの組織的推進を図る『あゆみ』システム」  
－・－ソフト開発のプロセス改善活動－－  

菅原 護 氏（富士通）  

3．「養豚場の意志決定支援システムの活用状況」  
－－1．5次産業をめざす養豚経営－－一  

内海 良夫 氏（YS企画）  

第2部 15：20～17：00  

パネル討論  コーディネーター 権藤 元 氏（近畿大学）  

一10 －   



（別紙1）  

第2回シンポジウム  

参加者： 20名  

アーマ： 決定理論とその応用  

日 時： 平成5年9月22日（水）13：00～15：50  

場 所： 広島大学工学部  

構 成  

1．支部長挨拶：13：20～13．30  
尾綺俊治 氏（広島大学工学部）  

2．An Asset Allocation鍼odelYith SeveralObjective Functions．  

13：30～14：0 0  
沢木勝茂 氏（南山大学経営学部）  

3．ポートフォリオ選択問題における比較静学について  
14：0 0′－14：3 0  
木島正明 氏（筑波大学大学院経営システム工学専攻）  

4．De叩Ster－Shafer理論とその意思決定問題への応用  
14：50～15：20  
乾口雅弘 氏（広島大学工学部）  

5．緊急発注をともなう周期的在庫管理問題について  
15：20～15：50  
土肥 正 氏（広島大学工学部）  

一 ‖ －   



（別紙2）  

「決定理．論とその応用」研究部会報告  

回数   開催月日 ‖  参加人数  内 容  

11  u  2ユニット待機冗長システムに閑  

il  】  8／27  するさらなる結果   

l  2  － 9／22毒  第2匝！シンポジウムの項参照   

．  ＋   20   ！  d  き向いたオブジェク  

i   1 ‖  iデ霊芝警き  

‖ に」  u 2／／18妄ユi  l   
．TTT変換を用いた修理限界取り；  

ついて   
＿＿＿⊥＿＿－＿＿＿＿＿＿．＿■＿■＿＿＿＿    竺空竺 ＿＿ 」   

「線形モデルとその応用」研究部会報告  

足の趣旨説明  

代表的線形モデルの事例紹介  ‡
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般化線形モデルについて  

線形計画入門から対話型多目的線  
形計画まで   
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